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第 4 章 相互連携のハブとなる EHR 構築に関する推奨要件 

4．施設・職種間での情報開示範囲設定 

「施設」「職種」「情報項目」を患者情報別に開示・非開示を細かく設定できるシステム

機能が必要です。 

 

   職種ごとに参照できる情報項目は次頁のマトリクス通りとします。なお、本マトリク

スは最低限の情報項目を示すものであり、連携ネットワークによって本マトリクス以上

の情報を参照できることは妨げません。 

※本表の職種分類は JAHIS(一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会)の実装ガ

イドを基に、一部追加変更しています。 

JAHIS IHE-ITI を用いた医療情報連携基盤実装ガイド 

https://www.jahis.jp/standard/detail/id=592 

 

【次頁の職種ごとに最低限参照できる情報項目図の補足説明】 

項目 内容 

患者基本情報 氏名、性別、生年月日、住所、被保険者記号/被保険者番号 

患者補足情報 アレルギー、禁忌薬 

医療情報 1（医療基本情報） 病名・処方、退院時サマリー、心電図 

医療情報２（医療詳細情報） 主訴、検査、注射、処置、手術、副作用、感染症 

医療情報関連(地域・領域ごとの

ニーズで設定、ここでは一例) 

画像、診療録 

医療/介護情報 バイタル、ADL 

介護情報 生活情報、介護記録、食事、訪問看護記録、口腔ケア等 

連携パス 各種連携パス、検査日、レポート種別、レポート報告日、内容 

コミュニケーション SNSテキスト＆画像情報、メール情報 

紹介状（紹介状に関する基本項

目） 

紹介・逆紹介、病床情報 

   

 

推奨要件 

●「施設」「職種」ごとに開示・参照の範囲を患者ごとに細かく設定でき、相互連携時

に共有できるシステム設計とすること 

●職種ごとに参照できる最低限の情報項目は本ガイドラインに沿うこと 

https://www.jahis.jp/
https://www.jahis.jp/standard/detail/id=592
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